
第2期芦屋町観光基本構想評価シート（抜粋）

施策4　観光施設の維持管理による快適な空間づくり
実施項目 第2期目標
実施概要 R5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 及び備考など 状況 状況が「Ｃ」「Ｄ」の場合の理由

魚見公園 第2期目標
担当部署：商工観光係 R5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 及び備考など 状況 状況が「Ｃ」「Ｄ」の場合の理由

商工観光係

洞山・堂山 第2期目標
担当部署：商工観光係、農林水産係 R5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 及び備考など 状況 状況が「Ｃ」「Ｄ」の場合の理由

商工観光係

施策5　芦󠄀屋港における新たな観光スタイルの創出　
実施項目 第2期目標
実施概要 R5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 及び備考など 状況 状況が「Ｃ」「Ｄ」の場合の理由

芦󠄀屋港レジャー港化 芦屋港活性化推進室
担当部署：芦屋港活性化推進室事業推進係 事業推進係

施策8　特産品の開発及び販路の拡大　

実施項目 第2期目標
実施概要 R5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 及び備考など 状況 状況が「Ｃ」「Ｄ」の場合の理由

地域産品を用いた新たな商品開発の推進 農林水産係

担当部署：商工観光係、農林水産係、商工会

施策9　外国人観光客の観光消費の促進　
実施項目 第2期目標
実施概要 R5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 及び備考など 状況 状況が「Ｃ」「Ｄ」の場合の理由

満足度向上と観光消費の促進 商工観光係
担当部署：商工観光係、芦屋釜の里・歴史の里係
　　　　　観光協会

・パネルやパンフレットの多言語化について検討、実施しま
す。

・パネルやパンフレットの多言語化について、マリンテラ
ス、観光協会との連携を図っています。
・インバウンド用観光案内冊子を作成し配架しました。

・配架先：3カ所

卸売業者への提供情報の見える化を図
る。

④

年度
令和6年度実施予定

№
年度

令和6年度実施予定

・管理運営組織の設立については、「施策17　観光地域づくり
法人（ DMO ）形成の推進」に内包します。

・既存港湾施設（１号上屋）の活用にむけて、整備計画を策定
し、施設活用を検討します。（整備計画の策定：１式）

・事業中止となった砂像屋内展示施設を予定していたエリアの
活用方法を検討します。（サウンディング調査実施による民間
参加数：２０社）

・令和５年度に実施した「あしや産品つくり講座」でネット
ワーク化を図ることができた事業者の特産品開発支援事業補助
金申請を支援します。（４社）
また、管理運営組織の事業内容に合わせ、民間事業者の誘致の
方策を検討します。

年度
令和6年度実施予定 令和6年度実施状況等 左記（令和6年度実施状況等）の根拠

　洞山・堂山は、名勝奇岩を形成し、古くから芦󠄀屋町のシンボ
ルでもあり、磯遊びや釣り場として親しまれています。海洋性
レクリエーションエリアとして観光客にとって魅力向上につな
がるよう検討します。

整備計画のため、関係部署との連携を
図り事業を実施する。

・整備について、整備方針を決定します。 ・関係者との意見交換により、農林水産係による維持管理を
中心とした整備を進めることとし、観光を主軸とした整備を
取りやめました。

⑥

・外部人材の登用による管理運営組織
の設立
・既存港湾施設（１号上屋）の利活用
にむけての検討
・砂像屋内展示施設及び周辺の整備検
討
・機運醸成事業の推進

左記（令和6年度実施状況等）の根拠

実
施

完
了

一
部
実
施

　「芦󠄀屋港活性化基本計画」に基づき、芦󠄀屋港を芦󠄀屋町の海を
活かした観光振興に有効活用するため、求められるニーズに対
応した施設の整備や、芦󠄀屋海浜公園と一体的な空間を形成し、
新たな機能の導入や仕組みを構築することで観光拠点化と新た
な観光スタイル創出を目指します。

① Ｂ

・外部人材の登用による管理運営組織の設立
　外部人材　(R6)2名⇒(R7)0名

・既存港湾施設（１号上屋）の利活用にむけての検討
　①測量業務　⇒完了
　②建物健全度調査　⇒完了
　③整備計画及び基本設計　⇒未完了
　約66％完了（2/3完了）

・砂像屋内展示施設及び周辺の整備検討
　サウンディング調査民間参加者数　15社
　※うち5社に詳細ヒアリング実施

・機運醸成事業の推進
　特産品開発支援事業完了　3/4社

№
年度

令和6年度実施予定 令和6年度実施状況等

・農産物や水産品の生産・漁獲データを分析し、提供品目や出
荷時期などを見える化し、販路拡大に向けた資料を作成しま
す。

農産物や水産品の生産・漁獲データの収集を行いました。

令和6年度　目標の達成状況

・外部人材の登用による管理運営組織の設立
　芦屋港各施設の管理運営について、一般社団法人による一
括管理の方針を見直したことから、外部人材の登用を令和6
年度で終了とした。

・既存港湾施設（１号上屋）の利活用にむけての検討
　整備計画策定業務委託の契約を締結したが、福岡県との協
議に時間を要したため、整備計画完成には至っておらず、令
和7年6月まで業務を延長した。（委託業務のうち1号上屋の
躯体調査は完了し、工事に係る支障がないことを確認し
た。）

・砂像屋内展示施設及び周辺の整備検討
　サウンディング調査実施の結果を踏まえ、既存港湾施設
（1号上屋）、砂像屋内展示施設及び周辺施設を一体的に民
間活力導入の検討を行う方針となった。

・機運醸成事業の推進
　特産品開発支援事業補助金について、請求書までの提出が
3事業者提出済となった。

・農産物の情報収集
　　農業経営体基本調査の実施
・水産物の情報収集
　　魚種別水揚実績データ収集（漁協提供）

№
年度

令和6年度実施予定 令和6年度実施状況等

①

　今後のインバウンド需要の回復を見据え、アジア圏をはじめ
として欧米地域などにも誘客を行い、旅行消費額の拡大を図り
ます。芦󠄀屋町への流入ルート、町内の訪問ルートを想定した上
で、パネルやパンフレットなどの多言語化や高付加価値商品、
新たなコンテンツの造成などにより、満足度向上と観光消費を
促進します。

外国人観光客の誘客、観光消費の促進

一
部
実
施

実
施

左記（令和6年度実施状況等）の根拠

Ａ

　魚見公園から梅林公園にかけては高台に位置しており、そこ
からの眺望や園内の四季折々の花々は魅力的な観光資源です。
訪れた人々がゆっくりと安全に園内を見て回れるよう展望所や 
散策道の整備を行います。また、自然公園として観光客の増加
を図るため、整備内容について検討します。

・各展望所及び園路の整備について整備工事を行います。（令
和7年度までの2ヵ年事業）
・樹木剪定、清掃等を行い、景観の保持を行います。
　巡視清掃（年20回）等

・各展望所及び園路の整備について整備工事を行いました。
（令和7年度までの2ヵ年事業）
・業者に委託し樹木剪定、清掃等を行い、景観の保持を行い
ました。

令和6年度実施状況等 左記（令和6年度実施状況等）の根拠

・巡視清掃（年8回）等

令和6年度実施状況等

左記（令和6年度実施状況等）の根拠

適正に管理し、効率的な整備を行う。

左記（令和6年度実施状況等）の根拠

年度
令和6年度実施予定 令和6年度実施状況等担当部署

担当部署

担当部署

担当部署

担当部署

令和6年度　目標の達成状況

令和6年度　目標の達成状況

令和6年度　目標の達成状況

令和6年度　目標の達成状況

実
施

Ａ

Ａ

実
施

・関係者との意見交換　2回

一
部
実
施

令和7年度実施予定

・既存港湾施設（１号上屋等）利活用のための調査業務
　芦屋港港湾施設について、官民連携による整備、管理運営の
可能性を検討するための調査業務を行います。（業務報告書：
一式）

・芦屋港ボートパークの整備
　芦屋港ボートパークの関連施設（駐車場等）に係る実施設計
を行います。（実施設計の策定：一式）

・機運醸成事業
　令和6年度に構築した仮想空間「メタバース芦屋港」による
芦屋港のPRを行います。（芦屋港DAO※によるPR回数：12回）

※芦屋港DAO…Web上で芦屋港のイベントや企画について、コ
ミュニケーションを図ることができる組織

令和7年度実施予定

・農産物や水産品の生産・漁獲データを分析し、提供品目や出
荷時期などを見える化し、販路拡大に向けた資料を作成しま
す。

令和7年度実施予定

令和7年度実施予定

・各展望所及び園路の整備について整備工事を行います。（令
和7年度までの2ヵ年事業）
・樹木剪定、清掃等を行い、景観の保持を行います。
　巡視清掃（年8回）等
・魚見公園基本計画（もみじ谷）の策定

令和7年度実施予定

　　　　　　　　　　　　―

№

②

　芦󠄀屋町の農作物、水産物などを使った特産品や地域資源を活
用したおみやげ品、飲食店などで提供する食メニューの新たな

開発を推進します。
また、開発した特産品や既存の特産品については、関係機関と
連携し 対外的にPRを行い、商品の認知度向上や販路拡大を図

ります。

一
部
実
施

一
部
実
施

令和7年度実施予定

・パネルやパンフレットの多言語化について検討、実施しま
す。

担当部署
令和6年度　目標の達成状況

Ｂ

資料5

達成状況　AA：(当初の計画を前倒しで推進している）A：（計画どおり推進している）B：（一部を除き当初の計画どおり推進している）

　　　　　 C:（全体的に当初の計画から遅れている）D：（ほとんどが未着手である）
1



施策17　観光地域づくり法人（ DMO ）形成の推進　
実施項目 第2期目標
実施概要 R5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 及び備考など 状況 状況が「Ｃ」「Ｄ」の場合の理由

観光地域づくり法人（DMO）形成の推進
担当部署：芦屋港活性化推進室事業推進係、
　　　　　商工観光係

施策19　対外的プロモーションの推進　
ボートレース芦󠄀屋と連携した情報発信戦略 第2期目標
担当部署：ボートレース事業局企画宣伝係、観光協会、 R5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 及び備考など 状況 状況が「Ｃ」「Ｄ」の場合の理由

　　　　　商工観光係

左記（令和6年度実施状況等）の根拠
年度

令和6年度実施予定

Ｂ

令和6年度　目標の達成状況

令和6年度実施状況等

・一般社団法人設立
　会社名　：一般社団法人Ashiffic
　設立時期：令和6年4月1日設立登記

・各種会議での審議
　芦屋港活性化推進委員会　3回開催
　芦屋港活性化推進本部　　3回開催

・DMOに関する出張及び研修への参加
　DMO福津視察　1回
　福岡県内DMOミーティング　1回

・一般社団法人の登記を行ったが、ＤＭＯ登録申請には至っ
ていない。

・芦屋港各施設の管理運営について、一般社団法人による一
括管理の方針を見直したことから、あらためて地域関係団体
を含むＤＭＯの在り方を再検討することとなった。

・モーヴィ芦屋と連携した情報発信
（連携イベント含む）

・施設利用者の町内回遊

・町内PRブースでの情報発信
 （PR動画放映日数：250日）
・モーヴィ芦屋×町内スタンプラリー実施　
 　(スタンプラリー景品交換数)
・BOATRACE地域振興クーポン事業実施
　（クーポン利用率：80％）
・キャンペーン等における地元産品の提供
　（実施数：4回　＊町長杯・記念競走時）

・町内PRブースでの情報発信
・BOATRACE地域振興クーポン事業実施
・キャンペーン等における地元産品の提供

・町内PRブースでの情報発信 264日
　(モーヴィ芦屋の年間開催日数)
・BOATRACE地域振興クーポン事業実施 86%
・キャンペーン等における地元産品の提供 4回

一
部
実
施

C

実
施

芦屋港活性化推進室事業推進
係

実
施

①

芦屋港各施設の管理運営に
ついて、一般社団法人によ
る一括管理の方針を見直し
たことから、あらためて地
域関係団体を含むＤＭＯの
在り方を再検討することと
なった。
このため、当初の計画から
ＤＭＯ形成が遅れている。

左記（令和6年度実施状況等）の根拠担当部署

③

ＤＭＯ形成にむけた関係機関との協議
及び登録申請の実施

・外部人材を中心としたＤＭＯの設立にむけて、一般社団法人
の登記及び候補ＤＭＯ法人の登録申請を行います。（候補ＤＭ
Ｏ法人登録：１回）

№
年度

令和6年度実施予定 令和6年度実施状況等

　民間事業者、行政、住民など多様な関係者と関わりながら、
地域一体となった持続可能な観光振興をマネジメントしていく
ため、観光地経営の舵取り役となる観光地域づくり法人（ DMO 
）の形成を推進します。

令和7年度実施予定

・町内PRブースでの情報発信
 （PR動画放映日数：250日）
・BOATRACE地域振興クーポン事業実施
　（クーポン利用率：80％）
・キャンペーン等における地元産品の提供
　（実施数：4回）

令和7年度実施予定

・地域団体と連携したDMOの設立を検討するため、関係団体と
の協議を進めます。（3回程度）

担当部署

ボートレース事業局
企画宣伝係

令和6年度　目標の達成状況

　町外から多くの来場者が訪れるボートレース芦󠄀屋と 連携
し、芦󠄀屋町の観光情報の発信、観光ＰＲを実施し町内回遊や魅
力発信を図ります。

一
部
実
施

達成状況　AA：(当初の計画を前倒しで推進している）A：（計画どおり推進している）B：（一部を除き当初の計画どおり推進している）

　　　　　 C:（全体的に当初の計画から遅れている）D：（ほとんどが未着手である）
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